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発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴  内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上 

げており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 語句や帯活動に関しては、小学校での学習との接続を意識して作成されている

が、 １ 年生では、 小学校で学んだこと を振り 返るページがやや少ない。  

・ Stage（ 学期） ごとに巻末の CAN-DOリ スト で、どの程度目標に到達できたかが

わかる。  

・ 教科用図書に則った言語活動を行う 際に目的・ 場面・ 状況の設定が不明確な箇

所がある。  

・ 文法指導には適しているが、 スト ーリ ーの繋がり が薄い。  

・ 発達段階に応じて様々な題材（ SDGs、 異文化理解等） が取り 扱われており 、 生

徒の知識、 情報の質の向上につながる。  

( 3)  分量 

 

 

 

・（ 学校） １ 年生はUni t10 まであるが、 本文の量は適切である。  

・（ 学校） ２ ・ ３ 年生になると、 読むことを中心としたページが各 Uni t に２ つず

つあり 、 英文の量がやや多い。  

・ １ ページの中の情報量が多く 、 生徒によっては混乱する可能性もある。  

⑷  使用上の便

宜 

 

 

 

 

・ １ 年生の巻末の「 語順カード 」 は教科書と連動しており 、 わかり やすく 、 スロ

ーラーナーにも配慮している。  

・ １ 年生は本文と巻末 Word Li st の書体が異なり 、 わかり にく い。  

・ フォニッ クスに関する音声指導が豊富である。  

・（ 学校） Smal l  tal k の活動に際して、 Expressi on Li st は有効的に活用でき 

る。  

・ ５ Round で単元学習がパタ ーン化さ れており 見やすいが、 l i steni ng が少な 

い。  

⑸  印刷・ 製本等 ・ 余白が多く 、 生徒が書き込みしやすい。  

・（ 学校） 写真やイラスト は鮮明だが、 色味が強く 文字に集中しづらい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 文法説明のページに「 使ってみよう 」 という 書いたり 話したり して、 生徒が文法事項を活用し て発

信できる内容が配置されている。  

・ 巻末に発音記号の解説ページがあり 、 語彙の充実につながる。  

・ 巻末のUni t  Act i vi ty Pl us には、 単元を貫く 問いについて、 自分の考えを表現するために必要な語

彙や英文を書く ヒント が掲載されており 、 幅広い言語活動が展開できる。  

・ 多様性に配慮して、 登場人物や登場する国を設定している。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

開 隆 堂 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴  内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上げ

ており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・（ 学校） 単元の導入ページに、 漫画形式でターゲッ ト 事項が掲載されており 、

単元学習の見通しや復習がしやすい。  

・ １ 年生では、 小学校で習ったことの復習ページが充実しているが、 Get Ready

２ の英語すごろく が使いづらい。  

・ 生徒にとって刺激が強い写真（ p. 50 動物の死骸など） がいく つかあり 、 苦手

とする生徒がいることも考えられる。  

( 3)  分量 

 

・ 単元数は多いが、Part ごと の英文の量は適切であり 、スローラーナーにとって

負担が少ない。  

( 4)  使用上の便宜 

 

 

 

 

・ １ 年生の巻末アクショ ンカード はさ まざまな動詞がイラスト と 目的語までセ

ッ ト されており 、 生徒の興味をひく 材料と なっている。  

・ 巻末のクイッ ク Q&Aはド リ ルとしては有効であるが、即興的なやり 取り への発

展が難しい内容である。  

・ 各ページに GOALの達成度や Program到達度を生徒に実感させる工夫がある。  

・ 単元の題材と自分の考えを繋げる Tuni ng i n のアイディ アは生徒の興味・ 関

心を高める工夫がある。  

・ New Words の字が細く 、 見づらい。  

・ Revi ew＆Retel l のページ(吹き出し )は、 生徒にとって書きやすい作り である。 

・ 授業中に生徒がページを前後しなければならない作り になっている。  

・ 二次元コード の内容のバリ エーショ ンが少ない。  

( 5)  印刷・ 製本等 

 

・ 余白が多く 、 生徒が書き込みし やすい。  

・ Scenes f or  Basi c Di al ogs は良いアイディ アだが、 イラスト のインパクト が

強く 、 せり ふの英語が読みづらい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ Speak ＆ Wr i te は、 生徒が自然な会話をしながら Target sentence を身に付けられるよう な作り に

なっている。  

・（ 学校） 多く の国々に関する内容や、日本と世界とのつながり に関する内容、科学技術に関する内容

など、 生徒の興味をひく 内容が幅広く 取り 扱われている。  

・ 取り 扱う 日本文化は、 やや少なめである。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

三 省 堂 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上げ

ており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ ２ 年生で現在完了形の３ 用法、 ３ 年生で現在完了進行形と 段階的に扱える。  

・ Lesson 以外の Take Act i on や Proj ect にも一貫して同じ 登場人物が登場し、

生徒がキャラクターたちに親しみをもちやすい。  

・ Lesson 内のスト ーリ ーがおもしろいが、 Lesson 間の繋がり は薄い。  

⑶ 分量 

 

・ 英文の量は、 発達段階に合わせて段階を追って適切である。  

・ １ 年生で取り 扱う 単元が多く 、生徒の理解に応じ、柔軟に計画をたてることが

難しい。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ １ 年生の巻頭辞書までの復習ページは、 サイズが小さめにカッ ト さ れており 、

単元と 区別されていて生徒が繰り 返し 使いやすい。  

・ 巻末資料が豊富であり 、辞書ページに、区別が難しい語句について解説がある。 

・ 巻末のAudi o Scr i pts では、本文ページには掲載されていないパート の英文が

全文読めるよう になっている。二次元コード で音声も聞けるので、復習に役立

つ。  

・ １ 年生は本文と巻末Word Li st の書体が異なり 、 わかり にく い。  

・ Readi ng Lesson の概要把握は、 生徒が取り 組みやすい工夫がしてある。  

・（ 学校） 単元ごとにある smal l  tal k に、 ヒント と なる表現があるほう が取り 組

みやすい。  

・ 文法の説明が従前のパターンで、 言語活動を通した生徒への導入が難しい。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

・ 文法指導のページのみキャラクターの描写が変わり 、生徒の混乱を招く 可能性

がある。  

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

・ 巻末の Rol e-pl ay Sheet は、 左ページと右ページで役割が分けられており 、 簡単にやり 取り の練習

ができる。 また、 ド リ ルから即興的なやり 取り へと発展させるためのヒント もある。  

・ 巻末に基本文のまとめが Lesson ごとにイラスト 付きでまとめられており 、例を参考に自分のことを

発信するためのヒント が豊富である。 また、 資料として「 家族や人」「 教室にあるもの」「 職業」 な

ど多種多様な語彙が数多く 掲載されており 、 自分の考えや気持ちを表現する手助けになる。  

・ １ 年生の Starter１ ～６ で、 言語活動に一つ一つ取り 組みながらアルファ ベッ ト や英文の書き方を

教えていく 流れはとてもよく できている。  

・ Thi nk about Yoursel f は、 目的・ 場面・ 状況の設定が不明確であるため、 生徒が興味を示すのに十

分でない。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

教 育 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上げ

ており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ l esson に入ってからは、イラスト とメ インのセリ フのみが掲載されており 、小

学校との円滑な接続に配慮されている。  

・ １ 年生の教科書であっても、時折内容が多すぎて、小さな文字になっているペ

ージがあり 、 英語に苦手意識をもたせてしまう 可能性がある。  

・ 社会的な題材を豊富に扱っているが、展開が単調であり 、スト ーリ ー間の繋が

り が薄い。  

⑶ 分量 

 

・ ３ 年生は Lesson 7 までであるが、 Lesson のあとに Proj ect が１ つ、 Readi ng

が１ 編、 Further Readi ng が４ 編あり 、 やや多い。  

・（ 学校） １ 年生で取り 扱う 単元が多く （ Lesson９ まで）、生徒の理解に応じ柔軟

に計画をたてることが難しい。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ ４ 線が等間隔であり 、 １ 年生にとっては書きづらい。  

・ ２ 、３ 年生では、生徒が英語を書き込む欄の例文などは、 手書きに近いフォン

ト を使用しており 、 スローラーナーに配慮している。  

・ ３ 年生の Word Li st に、 区別が難しい語句についての解説があり 分かり やす

い。  

・ 表紙裏に「 中学卒業までの英語学習の目標」 を自分で書き込む欄があり 、巻末

のCAN-DOリ スト には、自分が立てた目標の達成度について確認する欄があり 、

主体的な学習につながり やすい。  

・ メ インキャラクターたちの表情が乏しく 、 生徒が内容を把握しづらい。  

・ Grammar では、 各Lesson で学ぶ英語のしく みを分かり やすく 解説している。  

・ Act i vi t i es Pl us は、 既習事項を中心に Q-Aがあり 、 定着を図るための練習が

できる。  

・ 各Lesson のpart３ にある Read & Try の質問は分かり やすい。  

・ Proj ect はモデル文や例示が少ないため、 指導が難し い。  

・ Ti ps f or  Readi ng は、 毎回内容が充実している。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ A4 判より やや小さい。本文のページは余白が充分だが、巻末資料は文字情報の

多さを感じる。  

２  
教
科
ご
と
の
選 
定 
の 
観 
点 

・ ３ 年生では、 中高の接続を見据えてディ スカッ ショ ンやディ ベート を扱っており 、 生徒が主体的に

考え、 学習内容を活用し、 具体的な目的・ 場面・ 状況を意識して言語活動を行える工夫がある。  

・ 多様性を学ぶには、 テーマとなる国が少ないと感じる。  

・ 音読回数を記録するマークが、 英語圏でよく 用いられる数え方を採用している。  

・ Thi nk & Try の場面設定は教科書の内容通り なので、 生徒が話したいと感じ る内容と は言い難い。  

・ ３ 年生では、 進路のことや働く ことについての題材など、 成長に合わせた内容になっている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

光 村 図 書 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上げ

ており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 表紙のとじ込みから目次、 使い方のページまでで、なぜ、 どのよう に英語を学

ぶのかについて生徒目線で書かれていてわかり やすい。  

・ １ 年生の初めの Uni t では、 マンガ風のイラスト に重要なせり ふのみが印刷さ

れており 、 スローラーナーに配慮されている。  

・ (学校） ３ 年間を通して、 主人公たちの日常を描いた場面が多く 、 スト ーリ ー

性が重視されているので、 生徒たちは興味をもって読むこと が出来る。  

・ 単数の They が紹介されており 、 性別に配慮がある。  

⑶ 分量 

 

・ ページ数は 170 ページを超えており やや多いが、１ ページあたり の分量は適切

で、 巻末資料が充実している。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 巻末のCAN-DOリ スト が見やすく 書きやすい。また、最後のページにはThi nki ng 

Tool s として、 アイデアマッ プが紹介されており 、 まと まった英語で自分の考

えや気持ちを表現することにつながり やすい。  

・ Story Retel l i ng をするための手立てが充実している。  

・ レコーディ ングテスト にも対応するコンテンツが盛り 込まれており 、個々の生

徒の力に応じて発展的な学習に取り 組むことができる。  

・ 話すことのあとに書く 活動が入っており 、生徒がチャレンジしやすい流れにな

っている。  

・ 二次元コード の内容が充実している。各キャラクターが基本文を説明し、とて

も興味深いものとなっている。  

・ 巻末には、 英語の学び方や語句や会話表現がわかり やすく まとめられている。 

⑸ 印刷・ 製本等 

 

・ A4 判より 小さめであるが、余白が充分にあり 、生徒が書き込みながら学習でき

る工夫が多く ある。  

・（ 市民） 文字、 写真、 イラスト の配分・ 配色が工夫さ れ、 見やすい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ Uni t の Part ごとに、 本文に加えて Extra Story が配置されており 、 スト ーリ ーから発展的な内容

にも触れることができる。  

・ 会話文が多く 、 適切な場面設定がなされている。 生きた英語を使わせながら、 文法を身に付けてい

く 構成になっている。  

・ Speak の場面設定は、 ペアで会話が自然と続く よう に作られている。 また、 巻末の Let ’s tal k の

Topi cs もよいアイディ アとして使える。  

・（ 学校） 各学年の生徒の発達段階に応じた様々な題材が効果的に取り 入れられている。  

・（ 学校） それぞれのUni t に出てく る、言語活動のページに重要な熟語や単語が出てく ることが多く 、

指導方法に工夫が必要である。  

・ 主人公たちの日常を描いた場面が多く 、 親しみやすい。  

・ 社会的かつ異文化理解に関する題材は少ない。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

新 興 出 版 啓 林 館 

 

 

 

１  

 

各 

 

教 

 

科 

 

共 

 

通 

 

の 

 

選 

 

定 

 

の 

 

観 

 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領が示す内容及び内容の取り 扱いに示す事項を不足なく 取り 上げ

ており 適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ １ 年生では、小中接続に関する内容が少なく 、進級する際も、 前年度の復習を

する内容が少ない。  

・ 巻末資料の内容が少ない。  

・（ 学校） 多く の国について取り 扱い、 新たな発見が多い一方、 単調な展開が続

き、 Uni t 間の繋がり は薄い。  

⑶ 分量 ・ 学年を追う ごとに１ ページの英文量が増え、スローラーナーにとってはやや負

担である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ ４ 線が等間隔であることや wri t i ng の記入欄が小さいため、１ 年生にと っては

書き込みづらい。  

・ 各 Uni t の聞く こと 、 読むことのページにおいて、 アウト プッ ト に繋げやすい

質問構成になっている。  

・ ページを開く ごとに Enj oy Chatt i ng のテーマが示さ れているのは役に立つ。  

・ １ 年生のword box のイラスト イメ ージがわかり やすく てよい。  

・ 文法説明のページは文字量が多く 、 生徒にと って難易度が高く 感じ られる。  

・ 二次元コード で本文の説明をしている動画が興味深い。学習者の自立をう まく

サポート している。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ イラスト や文字の配置などのデザインが整っており 、 見やすく 配色もよい。  

・ 全体的に文字が小さく 、 多い。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 登場する国や地域が多岐にわたり 、 多様なテーマを取り 扱える。  

・ Speak では例文は絵、語彙が分かり やすく 豊富に提示されており 、ペアでの会話練習がう まく 出来る

よう に配慮されている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



特別の教科 道徳〔 その１ 〕                                 №65     

     発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 全体的に生徒の身近な出来事を教材と し て取り 上げており 、 生徒の発達段階を配 

慮し ている。  

・ 主たる教材が 35 教材「 付録」 で４ 教材が収録さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 Pl us ( １ 年 16 教材、 ２ 年 14 教材、 ３ 年 18 教材）」 が多く 設定さ れており 、 問題 

解決的な学習や体験的な学習ができるよう になっている。  

・「 いじめ」 や「 命」 に関する内容のユニッ ト が全学年で３ 教材ずつ組まれており 、  

多面的・ 多角的に考え深めること ができる構成になっている。  

・ 巻頭に「 道徳科と は」「 道徳科の授業はこんな時間に」 が設定されているが、 ３ 学 

年にわたって同じ 内容であり 、 段階を踏んだ教材が設定さ れておらず活用し づら

い。  

・ 各学年に小学校の教材が入っており 、小学校の時の自分と 比べながら考えることが 

できるよう になっている。  

・ 現代に活躍し ている人物が多く 登場し ており 、 生徒の興味・ 関心を持たせやすい。 

・ ヒ カキンや桃田選手など、 評価の分かれる人物であり 、 取り 扱いに配慮を要する。 

⑶ 分量 ・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと ができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 漫画や写真、イラスト 、グラフが多く 、生徒が考えを広げたり 深めたり する手立て 

になっている。  

・「 心情円」 は、話すこと が苦手な生徒の気持ちを可視化さ せる上では、便利であり 、 

紙ベースとデジタ ル版が用意されている。  

・ 教材の最初に学習のテーマが設定さ れており 、考えさ せたい内容(主題)を生徒に分 

かり やすく 提示し ている。  

・ つぶやき欄をどのよう に活用してよいか分かり づらい。  

・ 教材に関連したコラムが全学年と も充実しており 、発展的に内容を理解することが 

できる。 またコラムを活用し た話し 合う 活動などでも活用しやすい。  

・ 教材によって、 左半分から始まるものがあり 、 教材に集中し にく いものがある。  

・（ 学校） 図が大きすぎると感じる部分があった。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

・ 見開きで写真やイラスト が収録さ れている教材があり 、 内容を把握し やすい。  

・（ 学校） 教材によっては、 ２ 段組み、 ３ 段組みのものがあり 、 文字が小さ く 、 読み 

にく い箇所がある。  

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ 各教材で「 考えよう 」「 見つめよう 」 で道徳的価値に迫る発問と自己をみつめる発問が設定さ れており 、  

人間とし ての生き方を考えられるよう にし ている。また、補助発問も提示さ れており 、発問設定の幅が広

がり 活用しやすい。  

・ 他教科と の関連について、 マークの提示により 教科横断的で分かり やすい。  

・ 全ての学年に「 防災教育」 や「 情報教育」 について考える教材が設定さ れ、 身近な社会的課題について生 

徒が自分とのつながり において、 考えることができる。  

・ 学期ごとに「 自分の学びをふり 返ろう 」 が設定さ れており 、 生徒の振り 返り や授業の評価に活用で 

きるが、 自分の生き方を考えるものとしては十分ではない。  

・（ 学校） 中学生が経験しそう な内容が記載されており 、 共感し やすい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



特別の教科 道徳〔 その２ 〕                                 №66     

      発行者名 

 

観 点 

 

教 育 出 版 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適した内容になっている。  

・「 主たる教材」 が 30 教材、「 補充教材」 で５ 教材収録さ れている。  

・ 年間 35 時間で考えると 、 指導計画を作るときに工夫が必要である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 導入時に発問が設定されており 、 教材の内容を自分事と して考えやすく なってい 

る。  

・ 今日的な課題である「 情報モラル」「 防災」 などは、教材に加えてコラムでも扱い、 

学びを深めること ができるよう にし ている。  

・ 学習に役立つ情報と し て二次元コード があるが、何にアクセスできるか分からない 

ので、 活用し づらい。  

・（ 学校） 藤井聡太の話など、 生徒がよく 耳にし ている内容があったのはよかった。  

・（ 学校） 資料によっては、 20 年以上前の文献や写真が題材となっており 、 生徒の興 

味を引きにく い。  

⑶ 分量 ・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと ができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・「 学びの道しるべ」 では、 授業を構成するための発問が示されており 、 授業展開を 

作り やすい。  

・ 授業の際には発問を精選するなどの工夫が必要である。  

・ 学期ごとに「 道徳科の学びを振り 返ろう 」 が設置さ れており 、生徒の振り 返り や授 

業の評価に活用できるが、 自分の生き方を考えるものと し ては十分ではない。  

・（ 学校）「 やってみよう 」 の項目でロールプレイングの方法が提示さ れており 、自分 

が体験し ながら学べるよう になっている。  

・（ 学校） 体験的な学習が少ない。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

・ 写真などが効果的に使用さ れていて、 生徒の理解につなげやすい。  

・（ 学校） 1 ページに２ 段落に分かれていると ころがあり 、 読みづらい。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・「 やってみよう 」 が各学年に設定さ れており 、 役割演技や日常の体験を想起して話し 合う 活動を通し て学 

びを深めること ができる。  

・「 いじめをなく そう 」「 つながり 合って生きる」「 いのちをかがやかせる」 のユニッ ト が全学年２ 時間ずつ 

組まれており 、 多面的・ 多角的に考えを深めること ができる。  

・ 小学校から中学校、中学校から高校への接続を意識し た教材が設定さ れており 、生徒の発達段階に即し て 

系統的に学ばせること ができる。  

・ 巻頭にはこの教科書で学べるテーマが示さ れており 、 テーマに沿った視点で各授業の内容をつなげて考 

えさ せること もできる。  

・（ 市民）「 学びの道しるべ」 は例題が多く 、 考えの誘導となる恐れがある。  

・（ 学校） 身近な社会的課題を自分との関係において考えること ができるが、 多面的、 多角的に考え、 

他者と 考えを深め合う のは難しい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



特別の教科 道徳〔 その３ 〕                                 №67     

      発行者名 

 

観 点 

 

光 村 図 書 出 版 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適した内容になっている。  

・ 主たる教材が 35、 付録教材と して４ 本が収録さ れている。  

・（ 学校） ３ 年間通し て、 スポーツ選手からの言葉等に触れること ができない。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 幾つかの教材が関わり ながら、 設定さ れたテーマに向かって考えられるよう に、 

ユニッ ト が構成されている。  

・「 自分」 から「 社会」 へと同心円状にいく つかの教材をつながり で構成し ているの 

が特色である。  

・（ 学校） 歌を使った教材は、 実際に聞く こともでき、 楽しく 学ぶこと ができる。  

⑶ 分量 ・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと ができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・ 巻末「 まなびの記録」 は、 生徒が毎時間の授業で考えたこと を書けるよう になっ 

ている。 また１ 年間の最初と 最後が同じ面で参照できるため、 １ 年間の自分の成

長を見つめる記録と し ても活用できる。  

・（ 学校） 授業改善・ 評価に役立てるためのシート が実際どの程度役立つのかが気に 

なった。  

 

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

 

・「 学びの手立て」 について、 授業展開が明確かつ詳細に示さ れており 、 若年などの指導経験の浅い教員に 

も一定程度の質を担保した学習が展開できる可能性がある。  

・「 学びの手立て」 が明確に示されており 、 生徒の実態を踏まえない、 画一的な指導になる恐れがある。  

・ リ フレーミ ングやアンガーマネジメ ント など、 特別活動との関連を意識し た教材が設定されている。  

・ 他教科や日常生活との関連をもたせながら、考えを深めさ せること ができると と もに、道徳的実践意欲や 

態度を養う こと ができるよう 構成さ れている。  

・ 付録「 まなびの道具箱」 では、 イメ ージマッ プや PMI シート 、 スクールマッ プ、 ピラミ ッ ド チャート 、  

ベン図等の内容が充実しており 、 多面的・ 多角的な見方、 考え方を広げる授業づく り に効果的である。  

・（ 学校）「 問い」 に焦点をあて、 自分や他者の生き方について考え、話し 合う 活動を充実さ せるための手立 

てや問題解決に向けた話し合いの仕組みがされており 、多面的・ 多角的に考えることができる内容になっ

ている。  

・ 学びの記録には、「 ２ ２ のキーワード 」 と いう 形で内容項目を意識するよう 促し、 教科と し ての系統性を 

図っている。  

・ 系統性を意識し すぎて、道徳的価値の理解だけを教え込まないよう 、授業者の配慮が必要であると 思われ 

る。  

・（ 学校） 人権について考えられる教材を組み合わせたユニッ ト が設けられ、 人権に対する知的理解と、 人 

権に対する感性を養える教材が多数収録さ れている。  

・（ 学校） 道徳的価値について自分と の関わり で考え、 感じたことをまと め、 発表や討論などにより 、 考え

方、 感じ 方の異なる人の考えに接し 、 協働的に議論し たり できる内容になっている。  

 

 

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



特別の教科 道徳〔 その４ 〕                                 №68     

      発行者名 

 

観 点 

 

日 本 文 教 出 版 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適し た内容になっている。  

・ 主たる教材が 35 教材と多く のコラムが収録されているため時間配分の工夫が必 

要である。  

・（ 学校） 学校の年間行事や発達の段階を踏まえて、 教材・ コラムが配列されてい 

る。  

・（ 学校） ハイキューや東京オリ ンピッ クのよう に、 最近の話題が含まれており 、  

魅力的である。  

⑵ 内容に関する   

  配慮事項 

 

・ いじ めについて自分たちの問題と して主体的に考え議論できるよう 、多様な教材 

やコラムをユニッ ト 化し、 年間で複数配列し ている。  

・ 現代的課題に対し て自分の生き方を考えられるよう に、テーマを設定したコラム 

を配置し ている。  

・ ユニッ ト 「 いじめと 向き合う 」 や「 より よい社会を考える」 について、 複数の教 

材が各学年ともに設定されており 、多面的・ 多角的な見方、考え方ができるよう

に構成さ れている。  

・ 各学年の巻頭にミ ニ教材が設定さ れており 、 授業開きに活用しやすい。  

・（ 市民） SDGs やエシカル消費、 フェ アト レード などの現代的な課題、 また杉原千 

畝氏やマザー・ テレサなどを教材と している。  

⑶ 分量 ・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと ができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・「 考えてみよう 」「 自分にプラスワン」 と発問が焦点化さ れ、生徒が道徳的価値に 

ついて考えやすいよう に示さ れている。  

・ 別冊「 道徳ノ ート 」は空欄で作成さ れており 、授業で効果的な活用が期待できる。 

・（ 学校） デジタ ルコンテンツが充実している。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

 

・ 別冊「 道徳ノ ート 」 を併用すること で自分の考えの記録の蓄積が容易と なっており 、自己の成長が分かり  

やすい。  

・ 別冊「 道徳ノ ート 」 に記述させる内容等については、 教師の発問や授業の進め方の工夫が必要である。  

・ 学習展開に即して焦点化さ れた問いが示さ れており 、 道徳科の特質を生かした学習が展開しやすい工夫 

がさ れている。  

・ 裏表紙には各教科名が整理さ れて、 他教科と の関連について明確で分かり やすい。  

・「 考えてみよう 」「 自分にプラスワン」 は、 自分ごとにし て考えられる発問が準備されている。  

・（ 学校） 多様な意見を促す教材があり 、 活発な議論や意見交換を行う こと から多面的・ 多角的に考えるこ 

と ができる。  

・（ 学校）「 多様性」 についての学習など、 人権の尊重についても深められる内容になっている。  

・（ 学校） 普遍的な文化である人間尊重の精神にかなう ものであって、 悩みや葛藤等の心の揺れ、 人間関係 

の理解等の課題も含め、深く 考えることができ、人間とし てより よく 生きる喜びや勇気を与えられる内容

になっている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  

 



特別の教科 道徳〔 その５ 〕                                 №69     

     発行者名 

 

観 点 

 

Ｇａ ｋ ｋ ｅ ｎ  

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適した内容になっている。  

・ 全体的に生徒の身近な出来事や人物を教材とし て取り 上げている。  

・ 主たる教材が 35 教材と 多く の関連教材が収録さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 SDGｓ 」「 多様性」「 キャリ ア」 のテーマのもと、 内容項目が異なる複数の教材を連 

続し て学ぶユニッ ト 教材が３ 年間通し て用意さ れており 、 広い視野で社会を捉え、

より よく 生きることについて多面的・ 多角的に考えを深めることができる。  

・ 特設ページ[クローズアッ プ]では、教材の内容項目に則し た関連情報などを多く 扱 

い、 教材を軸に多面的・ 多角的に考える機会をつく っている。  

・（ 学校） 呼称や生徒の制服のイラスト などに現代の多様性における配慮がある。  

⑶ 分量 

 

 

 

・ 学習指導要領で示さ れた各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと が 

できる分量である。  

・（ 学校） 文字情報が多い。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・「 考えよう 」 で発問の例示があり 、 自分の考えをもったり 話し 合いが活性化し たり  

できる。  

・ 漫画を教材にしており 、 生徒にと って身近でより 考えやすく なる構成になってい 

る。  

・ 巻頭の「 道徳科で学ぶこと 考えること」 では、 多様な学び方や、思考ツールの使い 

方、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用に関する紹介をし ており 、 道徳科の授業開きに使いやすい。  

・「 メ モ」 欄をどのよう に活用したらよいか分かり づらい。  

・（ 学校） 教材に合わせた動画や考えを可視化する思考ツールが充実し ている。  

 

⑸ 印刷・ 製本等 

 

・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

・ 大きさ については、 GI GA端末を置きながら机の上で広げると 狭い。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

 

・「 いのちの教育」 について考えさ せる教材が年間を通し て配置されており 、 生徒の心に寄り 添った構成に 

なっている。  

・ いじめ防止を企図し た教材を多く 配置し ている。  

・「 考えよう 」 の発問例に、 自己を見つめる発問が設けられていない教材がある。  

・ 他教科と の関連が分かり にく い。  

・（ 学校） 主題を教材冒頭に置かず巻末にまと めてあり 、 生徒を特定の価値観に誘導しない展開になってい 

る。  

・（ 学校） 生徒の問題意識を尊重し 、 主体的に考え、 多面的・ 多角的に捉えるための議論ができるよう な工 

夫がある。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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     発行者名 

 

観 点 

 

あ か つ き 教 育 図 書 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適した内容になっている。  

・ 文部科学省の読みもの資料が多く 収録さ れている。  

・ 主たる教材の 35 教材と 、 ８ ～10 のコラムが収録さ れている。  

⑵ 内容に関する  

  配慮事項 

 

・「 マイ・ プラス」 では、 問題解決的な学習や体験的な学習が用意されているが数が 

少ない。  

・（ 市民）「 法隆寺 1400 年の遺産を未来へ」 クラウド ファ ンディ ングがつなぐ想い 

（ P. 58） について、国宝であるならば、国が責任をもつべきものであり 、教科書へ

の掲載は不適である。  

⑶ 分量 ・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 ３ ５ 単位時間で扱う ことができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 巻頭の「 自分を見つめ、 考え、 生きる」 では、 考え方の例はあるが、 学び方や考え 

を深める過程などの説明が少ないため、 授業開きには活用しにく い。  

・ 毎学年「 道徳はじ まり の時間」 が設定さ れている。  

・ 教材の学習後に更に学びを広げること ができるよう に、各学年「 Thi nki ng（ コラム）」 

と いう コラムページが設けられている。  

・（ 学校） 二次元コード から、 補助資料とし て、 写真・ 動画・ 参考と なるページを見 

ることができ、 授業に活用し やすい。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 印刷が鮮明であり 、 文字の大きさ 、 字体・ 製本等が適切である。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 各学年で、 地域と 関わる中学校の取組を取り 上げている。  

・ 巻末付録「 Thi nki ng」 では、ふるさと に学びをひろげよう という ページが用意されており 、 生徒が自分の 

地域を見つめなおすきっかけになると 考えられる。  

・ 教材ページや目次に内容項目の記載がないため、 道徳的価値の関連や広がり などを生徒に考えさせるこ 

と ができるよう に工夫されている。  

・ 読み物資料が中心であり 、授業者の経験によっては体験的な活動等、道徳科の授業実施に当たっての質的 

確保ができない恐れがある。  

・「 自分を見つめて考える」 では、 ねらいに向かって生徒が考えを深めづらい発問設定と なっている。  

・「 考えを深める」 は、 道徳的な価値に照らし 合わせて、 さ らなる思考や対話を促すことができるよう に発 

問が設定されている。  

・「 自分と の対話」 では、 自分自身と 対話ができるよう に発問が設定さ れているが、 教科書中の表記が小さ  

い。 また発問自体が道徳的な価値に迫り づらいものもある。  

 

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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      発行者名 

 

観 点 

 

日 本 教 科 書 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 学習指導要領に示さ れたすべての内容項目が取り 上げられている。  

・ 学年の発達段階に適し た内容になっている。  

・ １ つ１ つの読み物資料の分量が多く 、 生徒の発達段階に照らし 合わせると 学習を 

進めるにあたって工夫を要する。  

・ 主たる教材が 34 教材収録さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ ３ 年間の学習を通じ て、「 生き方から学ぶ」「 生き方をみつめる」「 生き方を創造す 

る」 と いう かたちで「 生き方」 に着目し て系統的な指導を意図しているが、 その

違いが明確でない。  

・ 各教材の終わり に、「 考えよう 」「 深めよう 」 と 問いが明示さ れており 、 生徒も教 

師も資料を通じ て考えること が明確であるが、 考え議論できる問いではない。 ま

た、 読み物資料と 準備された問いと に関連が分かり づらいものがある。  

・ ウェ ルビーイングカード の活用は、 自分の思いや考えを表現し たり 他者と 話し合 

ったり する手立てとなり 、 自己理解や他者理解・ 相互理解を促すこと が期待され

るが、 教師が意図し た指導から外れたり 、 安易に「 正解」 を選ぶ活動に陥らぬよ

う に、 指導に際し て活用の工夫が必要である。  

 

⑶ 分量 

 

・ 各内容項目が適切に配置さ れ、 35 単位時間で扱う こと ができる分量である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・ 内容項目順に教材が配列さ れているため、 学校の実態をふまえた年間計画を作成 

するよう 配慮が必要である。 また、 テーマ別の配列も準備されているが、 テーマ

と 内容項目の関連を踏まえた指導を意識する必要がある。  

・ 記名欄に学級・ 出席番号等の項目がなく 、 管理がしにく い。  

・（ 学校）動画コンテンツはド ラマ仕立てと なっていて教材の内容が視覚的にも理解 

し やすい。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 製本が大きく 使用者の目線が大きく 動く ことで読みにく さ を感じる恐れがある。  

・ 写真資料の画像の荒さ 、 脚注のスペースの大きさ、 誤植（ 正誤表を含めて） が見 

られ、 生徒や教師にと って、 扱いにく い場合がある。  

・（ 学校） メ モ欄があるのが良い。  

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ 道徳科の目標である「 より よく 生きるための基盤と なる道徳性を養う 」 こと を意識し た、資料や問いが準 

備さ れている。  

・ 準備さ れた問いについては、 単純な登場人物の気持ちの理解や行動の予測に終始する問いも見られるた 

め、授業にあたっては、生徒が人間と しての生き方を考えられるよう に発問などの授業展開を再構成する

必要がある。  

・ テーマ（ いじめ、人権、 キャリ ア形成） をもと にし て教材の関連性を整理し ているが、 それらがそのテー 

マで括られた根拠や理由が不明瞭である。  

・ 各教科等の学習と の関連についての例示等がないため、 教師が整理し た上で関連さ せる必要がある。  

・（ 市民） ライフロールなど、 依然と し て無理解な教材もある。  

・（ 学校） グループワークに適した教材が掲載されており 、 問いから見方・ 考え方を深められる内容になっ 

ている。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  


